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1 はじめに 

近年, 金融予測の分野ではローソク足の画像を用いた

分析[1]や数値情報を用いたテクニカル分析[2]などによ

る様々な研究が行われている. しかし，数値情報ではな

くテキスト情報も含まれているニュース記事を考慮する

ことは, 日々発表される非数値情報に目を向けることを

意味し, 数値情報では説明が難しいタイプの市場の予測

を行える可能性があると考えられる. 

 そこで本研究では, 新たにニュース記事から金融に

関連する単語の組み合わせとその極性値を抽出する語彙

獲得アルゴリズムを構築し, 獲得した極性辞書を用いた

ニューステキスト分析による東証株価指数(TOPIX)の株

価予測を提案する.  

 

2 提案手法 

和泉らの研究[3]では，日本経済新聞の記事に出現した単

語を出現パターンごとに抽出し, その中でも出現頻度と株

価上昇下落割合がともに閾値以上の単語を特徴語とし, 予

測前日の記事に特徴語が出現した際の翌日の株価の終値

の上昇下落の予測を行っている. しかし, 平均正解率は

71.4%と高い精度にも関わらず 悪い年は 56.3%と不安定で

あった. 私達は，これは単語の出現数や出現パターンのみ

考慮していて, 金融関連の記事に出現する単語や用語の意

味を考慮してないことが要因だと考えた. そこでニュース

見出し中に出現する単語に着目し,ポジティブな意味をも

つ単語が出現すると株価が上昇し, ネガティブな意味をも

つ単語が出現すると株価が下落すると考え，研究を進めて

来た.  

我々の従来研究[4]では日本語評価極性辞書[5]と金融専

門極性辞書[6]に含まれる単語が前日のニュースの見出し

に出現した際の株価の上昇下落の予測を行った. 

しかし, 既に作成されている極性辞書には，時事ニュー

スに出現する金融に関する重要な単語のうち存在しない単

語があるという問題や, 既存の極性辞書の単語だけでは

“原油価格が上昇”と”売上が上昇”の上昇の様に, とも

に出現する単語によって極性が変化することを考慮できな

い問題があった. 

そこで本研究では, 見出しに出現した係り受け関係をも

つ単語の組み合わせを抽出し, それぞれ組み合わせに極性

値を付与することで, 同じ単語でも, ともに出現する単語

によって極性が変化することを考慮した極性辞書を作成し,  

その極性辞書に存在する組み合わせの中でもニュース見出

し中の出現頻度と極性値のともに高い組み合わせを特徴語

として抽出して株価の予測を行った.   

2.1 語彙獲得アルゴリズム 

初めに初期辞書及び抽出した複合エントリと株価予測

の学習に用いるニュース記事の見出しを用いて, 複合エ

ントリの抽出を初期辞書の単語がニュース記事に出現す

る毎に行い, 複合エントリのみで構成されたリストを作

成し, その後極性値を付与することで複合極性辞書を作

成した. 複合エントリとは文中に存在する各文節間の係

り受け関係をもつ組み合わせを抽出したものである．複

合極性辞書を作成するための初期辞書の作成には金融専

門極性辞書を用いた. 金融専門極性辞書とは, 金融関連

の単語にそれぞれ-1.0～+1.0のネガティブ・ポジティブ

度を表す極性値が付与された辞書であり, 今回は金融専

門極性辞書の単語の中でも極性値の絶対値が高い単語を

用いて初期辞書を作成した.  

まず初期辞書の単語が対象となるニュースの見出しに

出現する毎に, 構文解析器の 1つである Cabochaを用い

て, 複合エントリを抽出した. この時, 抽出した複合エ

ントリは, Mecabを用いて形態素解析を行い, 余分な品

詞や記号を削除した．  

全見出し分実行後, 抽出した全ての複合エントリを元

に再度ニュース記事の見出しから新規の複合エントリを

抽出していく. 

抽出した複合エントリを用いて新規の複合エントリを

抽出するフローは, 新規の複合エントリが抽出されなく

なるまで行い, 複合エントリのみで構成されたリスト

を作成した.  

最後にニュース記事の見出しに抽出した複合エントリ
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が出現した際, 次式で極性値を付与し, 複合極性辞書を

作成する. 

𝑝𝑖,𝑛 = 𝑠𝑖𝑔𝑛 ∗ log𝑒 (
翌日の終値

見出し日の終値
) (1)  

極性値 =  
1

𝑛
∑(𝑝1,1 + 𝑝1,2･･･ + 𝑝𝑖,𝑛) (2) 

𝑝𝑖,𝑛とは𝑖 番目に抽出した複合エントリの当日と翌日

の終値の対数変化率によって求めた𝑛 個目の極性値であ

る. 

𝑠𝑖𝑔𝑛とは見出しの複合エントリが否定を含まない場合 1,

否定を含む場合-1 を代入したものであり, 変化率の符号

を逆転させることで, 否定文の時出現した複合エントリ

の極性値𝑝𝑖を考慮している. 

(2)では獲得した極性値の平均値を求めている.  

 

2.2 極性辞書を用いた株価予測 

本研究では IT・経済ニュースの記事に対して語彙獲得ア

ルゴリズムを用いて構築した, 複合極性辞書を用いたネ

ガティブ・ポジティブ分析による経済動向予測手法を提案

する. まず株価予測の学習期間で扱う 1 日に数十件ずつ

掲載されている IT・経済ニュースの見出しから語彙獲得

アルゴリズムを用いて複合極性辞書を作成した. そして

作成した複合極性辞書の複合エントリの中でも，出現頻度

と極性値の絶対値のともに高い複合エントリを特徴語と

した.  

提案手法では特徴語を用いて SVM を用いた学習を行う. 

入力では抽出した全特徴語を特徴量とし, 予測前日の見

出しに特徴語が存在する場合はその特徴語の極性値, 存

在しない特徴語に関しては 0 とし, SVM に学習させた. 

出力を予測対象日の終値≧予測前日の終値の場合 1 , 予

測対象日の終値<予測前日の終値の場合 0 とし, 予測前

日と予測対象日の終値を比較して, 株価が上昇するか否

かを予測した.  

 

3 結果 

提案手法の有効性を確認するためロイターIT・経済ニ

ュース 2015 年 7 月~2021 年 3 月の見出しを用いた. 

予測対象を，2020 年 4 月~2021 年 3 月までの TOPIX-

連動型上昇投資信託(ETF)の終値の上昇・下落とし, 学

習期間はそれぞれの予測日の直近の過去 4 年半を用い

た. 

複合極性辞書の作成はロイターニュース 2015 年 7 月

~2020 年 3 月までの見出しを用いた. 複合極性辞書の作

成では, まず金融専門極性辞書に存在する極性値の絶対

値が 0.01 以上の単語からなる初期辞書を用いて抽出し

た複合エントリを元に複合極性辞書を作成し, その極性

辞書を用いて再度複合エントリを抽出して追加した.  

そして作成した複合極性辞書の中でも全見出しに対

し, 各見出しに出現する複合エントリ数の割合が 5 %以

上かつ極性値の絶対値が 0.005 以上の複合エントリを抽

出し，特徴語とした. 

予測結果は混同行列を用いて Accuracy(正解率), 

Precision (適合率) , Recall (再現率) , F 値を求め, それぞ

れの結果示した. 

結果と考察は発表で述べる. 
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